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はじめに

　東北地方における先史時代の黒曜石１）原産地
としては、小泊、深浦、岩木山、男鹿半島、月
山、湯の倉、秋保など約 10 地区が知られている
（明治大学古文化財研究所 2009・2011、金成ほか
2010、明治大学文学部 2014a・b）。石器石材とし
て主に珪質頁岩が使用されてきた東北地方におい
ては、石器石材としての産出量は少ないが鋭利
な刃先が得られる黒曜石も利用価値が高かった
と考えられる。最近になって、吉川ほか（2012・
2013）は秋田県仙北市、田沢湖畔から黒曜石の原
石（自然礫）が採取できることを明らかして、そ
の発見の経緯と産出状況を報告した。とくに田沢
湖の水位が低下した際に、湖畔に黒曜石の自然礫
が産出することは、古くから地元の子供達、登山
家などに知られていたようである。筆者の一人、
杉原も黒曜石原産地調査の際、田沢湖畔に散乱す
る砂礫から、黒曜石の小さい破片１点を採取した
ことがあったが２）、自然礫か、それとも人為的に
持ち込まれたかの判定が出来ないままになってい
た。吉川と杉原は秋田県内の黒曜石製遺物の産地
推定を共同研究として行った経緯から（吉川ほか
2011）、田沢湖産黒曜石の理化学的分析と周辺遺
跡から産出する黒曜石製遺物の産地推定を行うこ
ととした。そこで明治大学文化財研究施設（現明
治大学黒耀石研究センター猿楽町分室）では黒曜
石原石の提供を受け、偏光顕微鏡による観察、岩
石化学的分析、年代測定を行い、次いで周辺の
遺跡について黒曜石製遺物の産地推定を行うこ
とになった。なお、田沢湖畔は吉川ほか（2012・
2013）の報告と現地調査により、先史時代の黒曜
石原産地のリストとして追加掲載されている（明
治大学文学部 2014）。

１．田沢湖産の黒曜石礫の産状

　田沢湖畔からは湖岸東部の春山産出地と湖岸南

部の大沢産出地２つの地域から黒曜石礫が採取さ
れている（図１・２）。

１）春山産地（主要採取地点：39°44′02″・東経
　140°41′48″）
　春山産地の黒曜石は田沢湖の北東岸の春山付近
から北岸の県営田沢湖オートキャンプ場「縄文の
森たざわこ」付近までの約３㎞の間で黒曜石礫が
採取できる。とくに遊覧船乗り場から「蓬莱の
松」間の砂浜では、白色の砂浜が広がり、ここか
ら安山岩、流紋岩、凝灰岩、頁岩、泥岩、珪化木
などと共に黒曜石の円礫～亜円礫が散見されてき
た。春山付近の山地縁辺に堆積する「春山火砕堆
積物」（鹿野・大口 2004）または「石英・長石斑
状角閃石斜方輝石流紋岩火山灰」（鹿野ほか 2008）
が水流や崖錐によって運ばれたものが湖畔の砂
浜を形成したものと考えられる。春山付近で県
道 38 号線際の大露頭（土取場）で観察できる流
紋岩火山灰は、円礫が混じる火山砂礫で、ときに
50~100cm大の軽石質凝灰岩（火山灰）のブロッ
クを含む斜交した層理の発達が認められ、火砕流
ないし火砕サージ堆積物と考えられる（鹿野・大
口 2004、鹿野ほか 2008）。しかし、この堆積物中
には、黒曜石礫は全く産出しない。
　春山産地では、砂浜堆積物の下位には周囲の山
地を構成する鮮新世の田沢層（上田 1963、臼田ほ
か 1985、秋田県農政部農村振興課 1991）に該当
する含植物化石堆積岩（泥岩・シルト岩）、安山
岩質火山礫凝灰岩が露出する。春山付近で水位が
低下した際に観察できた田沢層は、凝灰質泥岩と
砂礫の互層からなり、ここにも黒曜石礫は認めら
れない。したがって、黒曜石礫を産出する地層を
特定することはできないが、田沢層の限られた層
準に含まれていたものが砂浜に打ち上げられた可
能性は否定できない３）。なお、田沢層の下位で、
田沢湖の湖底に露出する宮田層・松葉層（秋田県
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1985、秋田県農政部農村振興課 1991）に由来する
可能性も否定できない。
２）大沢産地（主要採取地点：39°42′04″・東経
　140°39′48″）
　田沢湖南岸で靄森山（標高 373m）北西麓の湖
畔沿い約１kmの砂浜から採取できる黒曜石礫で
ある。この砂浜を形成するのは、春山産地と同様
の「石英・長石斑状角閃石斜方輝石流紋岩火山
灰」（鹿野ほか、2008）で、周囲の山地から二次
的に堆積したものと考えられる。したがって黒曜
石は、周囲の山地や湖畔に露出する田沢層（臼田
ほか 1985、秋田県農政部農村振興課 1991）から
供給された可能性を考えたが、後述した黒曜石の
K-Ar年代測定結果が新しいことから供給源を別
に考えねばならない。靄森山は臼田ほか（1985）・
秋田県農政部農村振興課（1991）では田沢層とさ
れているが、鹿野ほか（2007・2008）は、倉沢山
溶結凝灰岩（約２Ma；須藤 1987）が田沢湖カル
デラが噴火した際に滑落したブロックと考えてい
る。なお、鹿野ほか（2008）は靄森山で田沢層倉
沢山溶結凝灰岩の上位に石英斑状火山灰土壌が覆
うとしているが、この火山灰中における黒曜石の
存在については確認していない。

２．田沢湖産黒曜石の岩石学的特徴

１）黒曜石の肉眼観察
　春山産地（観察試料数約 60 個）黒曜石礫は、
円形またはやや扁平な楕円形を呈し、直径は最大
で 10cm前後で５cm前後のものが多く、礫の表
面は灰色に風化し、爪痕状の溝のほか皺や浅い窪
みが見られるが、割ると内部は透明度の高い漆黒
～黒色のガラス光沢を示す。なかには斑晶が縞状
に入るものがあるが球顆は少ない（図４‒ｂ）。
　大沢産地（観察試料数約 20 個）黒曜石礫の大部
分が亜角礫～角礫状で円礫は少ない。直径は最大
で７cm前後、４cmのものが多く、礫の表面は風
化して灰色を呈し斑晶が認められる。角礫状に不
規則に割れ、ガラス光沢は少ない（図４‒ｃ）。
２）黒曜石の偏光顕微鏡観察
　春山産地と大沢産地採集の試料についてプレパ
ラートを作成し、偏光顕微鏡による観察を行った。
その結果を表１（a・b）、写真１（a・b）に示す。

①春山産地
　プレパラート観察では４つのタイプ（試料Ａ～
Ｄ）に分けられる。
試料Ａ： 斑晶・微斑晶は認められない。微晶とし

て少量の不透明鉱物が認められる。晶子
は少量のベロナイトが流理に沿って分布
する。

試料Ｂ： 斑晶・微斑晶・晶子は認められない。直
径１㎜前後の球顆が極少量認められる。
非常に小さな晶子が多く認められ、グロ
ビュライト・ベロナイト・糸状トリカイト
と少量の放射状トリカイトである。

試料Ｃ： 斑晶・微斑晶は認められない。微晶は中
量程度認められ、斜長石と少量の玉髄様
鉱物・黒雲母・不透明鉱物である。晶子
はベロナイトが流理に沿って密に分布す
る。

試料Ｄ： 斑晶・微斑晶は認められない。微晶とし
て少量の不透明鉱物が認められる。晶子
は中量のベロナイトが流理に沿って分布
する。

②大沢産地
　プレパラート観察では、２つのタイプ（試料
Ａ・Ｂ）に分けられる。
試料Ａ： 斑晶は中量認められ、大きさは0.2～0.8

㎜である。斜長石が多く、少量の石英が
認められる。石英は周縁がきれいな弧を
描く円や楕円である。微晶・球顆・晶子
は認められない。微小な涙滴状の気泡が
点在する。

試料Ｂ： 斑晶は中量認められ、大きさは0.1～1.0
㎜である。斜長石が多く、極少量の石英
が認められる。石英は周縁がきれいな弧
を描く円や楕円である。微晶・球顆・晶
子は認められない。

３）まとめ
　春山産地の黒曜石には斑晶は認められないが、
ベロナイトを主とする晶子が認められる。また、
大沢産地の黒曜石は斜長石を主とし少量の石英か
らなる斑晶が中量認められ、晶子は認められない。
このように、偏光顕微鏡観察からは、両地点の黒
曜石は起源が異なるものである可能性を指摘する
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図２　田沢湖周辺の地質図
　　　 上田（1963）、大沢・角（1958）、臼田ほか（1985）、秋田県農政部農村振興課（1991）の地質図を編図．地質

図中の年代値は須藤（1987a）、鹿野ほか（2008）による．地層の岩相、岩石名は原典による（一部簡略した）．

図１　田沢湖畔の黒曜石産出地　50000 分の 1地形図「田沢湖」

ことができる。

３．全岩化学組成

　田沢湖産黒曜石の全岩定量分析は（株）蒜山地
質年代学研究所に依頼した４）。全岩化学組成では
（主要元素 ： Si、Ti、Al、Fe、Mn、Mg、Ca、Na、K、P、
微量元素：Ba、Ce、Cr、Ga、Nb、Ni、Pb、Rb、
Sr、Th、V、Zn、Zr）を求めた。分析は Kimura 
and Yamada（1996 ）に従った。

　試料粉末は瓶量後、電気炉（マッフル炉）を用
いて強熱下 600°Cの温度で 14 時間加熱した。加
熱後は再度瓶量し、加熱前との重量差について重
量％で示したものを強熱減量とした。加熱後の試
料 1.8 ｇを瓶量し、3.6 ｇの混合融剤（LiBO2 と
Li2B4O7 をそれぞれ１：４の割合で混合）とメノ
ウ乳鉢上で混合させた。有機融剤と混合した試料
を白金ルツボに移し、ビードサンプラーを用いて
ビートを作成した。ビートサンプラーでは、始め
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表１－ａ　偏光顕微鏡観察表（斑晶・微斑晶・微晶鉱物の特徴）

産
地
名
採集
地名

試料
名　

斑晶・微斑晶鉱物 微晶鉱物 球顆
備考量　

多少
大きさ
mm

斜長
石　 石英 量　

多少
斜長
石　

玉髄様
鉱　物

黒雲
母　

不透明
鉱　物

多少/大
きさmm

田
沢
湖

春山
産地

Ａ なし 少 △ なし
Ｂ なし なし 　 極少/1±
Ｃ なし 中 ○　 △ △ △ なし
Ｄ なし 少 △ なし

大沢
産地

Ａ 中 0.2～0.8 ○ △ なし なし 石英はきれいな円・楕円
Ｂ 中 0.1～1 ○ ・ なし なし 石英はきれいな円・楕円

○：有　△：少ない　・：極少

表１－ｂ　偏光顕微鏡観察表（晶子の特徴）

産
地
名
採集
地名

試料
名　

晶子
の量 粒状 棹状 糸状・放射状

備考糸状 放射状
多少 globulite belonites trichites

田
沢
湖

春山
産地

Ａ 少 　 △ 流理に沿って平行に分布。分布に濃淡あり
Ｂ 多 ○ ○ ○ △ 晶子は非常に小さい
Ｃ 多 　 ◎ 流理に沿い密に分布
Ｄ 中 　 ○

大沢
産地

Ａ なし 微小な涙滴状の気泡が点在する
Ｂ なし

○：有　△：少ない　・：極少

写真 1−ａ．春山産地の黒曜石の偏光顕微鏡写真

写真 1−ｂ．大沢産地の黒曜石の偏光顕微鏡写真

１㎜

１㎜
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表 2−ａ．田沢湖産黒曜石の全岩化学組成（主要元素） 表 2−ｂ．田沢湖産黒曜石の全岩化学組成（微量元素）

表３　K-Ar 年代測定結果	

採取地 測定物
（メッシュサイズ）

カリウム含有量
（wt.%）

放射性起源 40Ar
（10-8ccSTP/g）

K-Ar 年代
（Ma）

年代の平均値
（Ma）と誤差

非放射性起源
40Ar（％）

田沢湖春山産地 黒曜岩
（＃ 60-80） 2.281 ± 0.046 28.13 ± 0.34

26.94 ± 0.34
3.17 ± 0.07
3.04 ± 0.07 3.11 ± 0.05 18.1

19.4

田沢湖大沢産地 黒曜岩
（＃ 60-80） 2.278 ± 0.046 2.98 ± 0.12

3.05 ± 0.10
0.34 ± 0.02
0.34 ± 0.01 0.34 ± 0.01 67.8

60.8
＊　　カリウム定量は長尾ほか （1984）、アルゴン同位体比測定は Itaya、et、al（1991）による。
＊＊　誤差の算出は長尾・板谷（1988）の方法に従った。
＊＊＊K-Ar年代の平均値算出方法は津久井ほか（1985）による。

に 1200℃の温度で約３分間加熱し、試料を融かし
た。その後、温度を保ったまま自動制御による撹
拌、旋回を 6分間行った後、冷却させた。全岩化
学組成の分析には波長分散型蛍光Ｘ線装置（リガ
ク製 RIX2000）を用いた。結果を表２に示す。
　黒曜石の主要元素の SiO2 が春山地区で77.67%、
大沢地区で 77.77%であり、いずれも流紋岩に分
類できる。また、東北地方では黒曜石のような珪
長質の火山岩でも太平洋側（火山フロント側；例
えば湯の倉、色麻、土倉などの産出地）は日本海
側（背弧側；例えば小泊、岩木山、深浦、男鹿、
月山など）と比べて、TiO2、CaO、Srに富むが、
K2O、Rbに乏しい傾向が認められている（金成
ほか 2010）。田沢湖の春山産地と大沢産地の全岩
化学組成は、火山フロントより背弧側に寄った傾
向にあり、噴出源が東北日本弧の脊梁地域と日本
海側地域の中間に存在した可能性を示している。
　春山産地の黒曜石は金成ほか（2010）で報告さ

れた北上系Ａの組成と類似しており、測定条件の
違いに起因する。測定機関間の系統誤差を考慮す
ると、ほぼ同じ組成を持つものと判断できる。大
沢産地については春山産地よりも Ti、Fe、Ca、
Rb、Sr、Zrに乏しくMn、Na、P、Ba、Yに富み、
北上系Ａとは異なる可能性が高い（表２・３）。

４．田沢湖産黒曜石の噴出年代

　春山地区と大沢地区で採取した黒曜石試料の
K-Ar年代測定を（株）蒜山地質年代測定研究所
に依頼した５）。黒曜石試料は表面の風化部分を剥
離した新鮮な部分を試料とした。年代測定の結果
は春山地区が 3.11 ± 0.05Ma、大沢地区が 0.34 ±
0.01Maであった（表３）。したがって、春山産地
と大沢産地の黒曜石は異なる時代の噴出物で、前
者は鮮新世末期、後者は中期更新世に属すること
が明らかになった。なお、大沢産地の K-Ar年代
値からは、田沢湖周辺の中期更新世における新し
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い時期の火山活動が考えられる。

５．田沢湖と周辺産出地の地質学的検討

　田沢湖のカルデラ成因説の可否については古く
から議論がある（大亀・横山 1970a・ｂ、古宇田
ほか 1986 ほか）。田沢湖起源の可能性があるとさ
れた春山火砕堆積物の FT年代は 1.7 ± 0.2Maで
ある（鹿野・大口 2004）。鹿野ほか（2007・2008）
は田沢湖が 1.8Ma～ 1.7Maの爆発的噴火によっ
て陥没して生じたカルデラであるとしている６）。
田沢湖を囲む標高 300~750 ｍの山地に前期更新
世の火山岩が分布するが、その年代は、高鉢山が
1.7 ± 0.5Ma、大森山―八森山が 2.2 ± 0.6Ma、院
内岳が 1.6 ± 0.4Ma（須藤 1987a）とされている。
これらの山地は後カルデラ火山活動によって形成
された溶岩円頂丘であると考えられている（東北
地方土木地質図編纂委員会 1988）。
　春山産地における黒曜石の K-Ar年代は、カル
デラが形成されたとされる年代よりもはるかに古
く、カルデラ形成以前の山体を構成していた堆積
物に含まれていたと考えられる。
　田沢湖周辺では、黒曜石産出地である雫石盆地
西縁部の晴山沢、杉沢、荒沢において、第三系の
山津田層（須藤・石井 1987、土井ほか 1998）最
上部のデイサイト質軽石凝灰岩層（二次的に堆積
した火砕流堆積物）や礫層中に黒曜石礫が含まれ
ることや、小赤沢付近で第四系の橋場層の砂礫層
中に握り拳大の黒曜石の亜円礫が産出することが
知られていた（鈴木 1983、井上 1989）。田沢湖は
雫石盆地西縁部の西約 18kmの距離にあることを
考えると、小赤沢付近および田沢湖畔の黒曜石礫
の供給源は、例えば田沢層の可能性を考えるこ
とが出来る。しかし、雫石町西根で掘削した地熱
観測井で確認された山津田層上部に該当する凝灰
岩の FT年代は、6.04 ± 0.69Ma、8.29 ± 0.77Ma
（村中英寿 1992、土井ほか 1998）であった。この
年代値は田沢湖産、とくに春山地区の黒曜石の
K-Ar年代より古く中新世の堆積物であることに
なる。 山津田層については、このほか7.9±1.3Ma、
10.1 ± 0.6Ma（須藤・石井 1987）の K-Ar年代も
明らかにされている。したがって山津田層は中新
世の地層であり、放射年代データからは田沢湖の

田沢層と直接的な対比はできないことが明らかと
なった。
　秋田県北部の八幡平から田沢湖地域に広く分布
する珪長質噴出物として、一括して玉川溶結凝
灰岩（玉生・須藤 1978、佐藤ほか 1981、大沢ほ
か 1958、 臼田ほか 1985、秋田県農政部農村振興課
1991）と呼ばれる珪長質噴出物が広く分布する。
しかし、玉川溶結凝灰岩から黒曜石が産出したと
いう報告はない。北上川流域における黒曜石礫の
産出数や礫径からみて、その供給地（噴出源）と
して鮮新世～更新世の噴出物（玉川溶結凝灰岩な
ど）に覆われた八幡平や焼山付近の火山体（地形
的には消滅していると考えられる）である可能性
を考えているが、現時点では不明である。

６�．潟
かたまえ

前遺跡・黒倉B遺跡出土黒曜石製遺物の原

産地推定

１）遺跡の概要と分析試料
①潟前遺跡
　遺跡は田沢湖北東岸の湖岸段丘面（標高 220 ～
240m）上にある遺跡であり、現在は県営田沢湖
オートキャンプ場「縄文の森たざわこ」敷地内に
ある。
　この遺跡からは後期旧石器時代、縄文時代前期
中頃～中期初頭、同中期末～後期初頭の大形を含
む竪穴住居跡42軒、土坑91基、土器埋設遺構７基、
配石・集石遺構 18 基等が検出され、土器・石器
が多数出土している。また、縄文時代後期前葉の
深鉢形土器に日本最大級のアスファルト塊が詰
まった状態で発見されたことで知られている。前
期～中期にかけては集落跡として、後期には配石・
集石遺構を伴う集落・祭祀場跡として機能してい
たと推定される（秋田県教育委員会 1999・2000）。
　今回、原産地推定分析を行った黒曜石製遺物は
遺構外出土の剥片４点でこのうち１点には二次加
工痕が認められた。他３点は調整剥片である（図
４‒ａ）。
②黒倉 B遺跡
　遺跡は雄物川上流域の支流玉川の右岸にある標
高約 80mの河岸段丘上に立地する。昭和 59・60
年に町道拡幅改良工事に係り、田沢湖町教育委員
会（当時）により事前発掘調査が実施された（田
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図 3－ a. 田沢湖産黒曜石原石の判別図（Rb分率）

図 3－ b．田沢湖産黒曜石原石の判別図（Sr 分率）



秋田県立博物館研究報告第40号

−32−

沢湖町教委 1986）。その結果、竪穴住居跡、石組炉、
土坑、土器埋設遺構、捨て場などが検出され、縄
文時代前期初頭～晩期中葉に及ぶ長期間にわたっ
て営まれた集落跡・祭祀場跡であったことがわ
かった。昭和 23 年には地元の考古学研究者であ
る武藤鉄城も発掘調査を行っており、環状列石が
検出されたと伝えられている。
　今回、原産地推定分析を行ったのは、遺構外か
ら出土した凹基無茎の石鏃２点であり、形態から
は中期に帰属するものと推測される（図４‒ａ）。
　なお、これらの二遺跡からは大木式土器と円筒
土器が共伴している。田沢湖周辺では南北双方の
土器文化が認められることが地域的特徴として挙
げられる。
２）装置・測定条件・資料の前処理
　蛍光 X線の測定にはエネルギー分散型蛍光 X
線分析装置（日本電子製 JSX-3100s）を用いた。
X線管球は、ターゲットが Rh（ロジウム）のエ
ンドウインドウ型を使用した。管電圧は 30kV、
電流は抵抗が一定となるよう自動設定とした。X
線検出器は Si（ケイ素）/Li（リチウム）半導体
検出器を使用した。試料室内の状態は真空雰囲気
下とし、X線照射面径は 15mmとした。測定時
間は、240secである。測定元素は、主成分元素は
Si、 Ti、Al、Fe、Mn、 Mg、Ca、Na、Kの計 9元素、
微量元素は Rb、Sr、Y、Zrの計４元素の合計 13
元素とした。また、X線データ解析ソフトには、
明治大学文化財研究施設製；JsxExtを使用した。
　黒曜石試料は、測定面をメラミンスポンジとア
ルコールで洗浄してから測定した。
３）原産地推定の方法
　黒曜石はケイ酸、アルミナ等を主成分とするガ
ラス質火山岩であるが、その構成成分は産出地に
よる差異が認められる。とりわけ微量元素の Rb、
Sr、Y、Zrでは産出地ごとの組成差がより顕著
となっている。望月は、この産地間の組成差から
黒曜石の産地推定が可能であると考え、上記の４
元素に K、Fe、Mnの３元素を加えた計７元素の
強度比を組み合わせることで産地分析を行ってい
る（望月ほか 1994、望月 1997）。これら７元素に
よる産地分析の有効性は、ガラスビードを用いた
定量分析によっても裏付けられている（嶋野ほか

2004）。ここでも、上記の判別方法に準拠するこ
ととし、原産地推定のパラメータに Rb分率｛Rb
強度× 100/（Rb強度＋ Sr強度＋ Y強度＋ Zr強
度）｝、Sr分率｛Sr強度× 100/（Rb強度＋ Sr強
度＋ Y強度＋ Zr強度）｝、Mn強度× 100/Fe強度、
Log（Fe強度 /K強度）を用い、判別図の作製、
および判別分析を行った。
　判別図は、視覚的に分類基準が捉えられる点、
および判定基準が分かりやすいというメリットが
ある。また、測定結果の提示に際し、読者に理解
しやすいという点も有効であろう。まず、各産出
地採取試料（基準試料）の測定データを基に２種
類の散布図｛Rb分率 vs Mn× 100/Feと Sr分率
vs Log（Fe/K）｝を作製し、各原産地を推定する
ための判別域を決定した。次に遺跡出土資料の測
定結果を重ね合わせて大まかな判別を行った。判
別図や測定値の比較による原産地の推定は、測定
者ごとの恣意的な判断を完全に排除することは難
しい。そこで、多変量解析の一つである判別分析
を行った。判別分析では、判別図作製に用いたパ
ラメータを基にマハラノビス距離を割り出し、各
原産地に帰属する確率を求めた。距離と確率とは
反比例の関係にあり、資料と各原産地の重点間の
距離が最も短い原産地が第一の候補となる。な
お、分析用ソフトには明治大学文化財研究施設製；
MDR1.02 を使用した７）。
４ ）田沢湖産黒曜石（自然礫）の判別図（Sr分率・

Rb分率）
　田沢湖畔の春山産地と大沢産地の黒曜石原石
（自然礫）について定性分析を行い、判別図を作
成した（図３・表４）。黒曜石礫は春山産地が 15
試料、大沢産地が８試料、計 23 試料である。春
山産地のうち１試料は杉原が採取した試料であ
る。判別図によると春山産地の黒曜石礫は、Sr分
率・Rb分率ともに北上系 Aのグループに属する。
これは定量分析の結果と整合的である。
　しかし、大沢産地の黒曜石礫は、これまで判別
分析に使用したいずれの産出地のグループに属さ
なかった。判別図上では北上系Ａよりもやや Sr
分率や Fe/Kが小さく、ややMn/Feが大きいもの
（TAZ1‒002 ～ 007）と、北上系Ａよりも Rb分率、
Sr分率が小さく Fe/Kが大きいもの（TAZ1‒013
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ａ　石器（潟前：AKH−１〜４、黒倉Ｂ：AKH−５・６）

ｂ　春山産地の黒曜石

ｃ　大沢産地の黒曜石

図４　潟前・黒倉B遺跡の黒曜石製遺物（ａ）及び黒曜石原石（ｂ・ｃ）

AKH-1 AKH-2
AKH-3 AKH-4

AKH-5 AKH-6
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図 5－ａ．潟前・黒倉B遺跡における黒曜石製遺物の判別図（Rb分率）

図 5－ｂ．潟前・黒倉B遺跡における黒曜石製遺物の判別図（Sr 分率）
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5
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8
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83
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表
５
　
潟
前
遺
跡
・
黒
倉
B
遺
跡
の
遺
物

測
定
N
o.

場
所

遺
跡

番
号

器
種

所
蔵

A
K
H
１
-0
01
秋
田
県
仙
北
市

潟
前
遺
跡

考
古
　
38
6

二
次
加
工
の
あ
る
剥
片

仙
北
市
教
育
委
員
会

A
K
H
１
-0
02
秋
田
県
仙
北
市

潟
前
遺
跡

考
古
　
38
7

剥
片

仙
北
市
教
育
委
員
会

A
K
H
１
-0
03
秋
田
県
仙
北
市

潟
前
遺
跡

考
古
　
39
0

剥
片

仙
北
市
教
育
委
員
会

A
K
H
１
-0
04
秋
田
県
仙
北
市

潟
前
遺
跡

考
古
　
39
1

剥
片

仙
北
市
教
育
委
員
会

A
K
H
１
-0
05
秋
田
県
仙
北
市

黒
倉
B
遺
跡

考
古
　
19
8

石
鏃

仙
北
市
教
育
委
員
会

A
K
H
１
-0
06

秋
田
県
仙
北
市

黒
倉
B
遺
跡

考
古
　
19
9

石
鏃

仙
北
市
教
育
委
員
会

表
６
　
潟
前
遺
跡
・
黒
倉
B
遺
跡
に
お
け
る
黒
曜
石
製
遺
物
の
測
定
結
果

遺
跡

試
料
№

R
b
分
率

S
r分
率
 

Zr
分
率
 
M
n×
10
0/
Fe
 
Lo
g（
Fe
/K
） 

候
補
1

確
率

距
離

候
補
2

確
率

距
離

潟
前
遺
跡

A
K
H
1-
00
1

21
.9
09
37
42
6
21
.3
84
42
21
6
41
.5
18
40
35
3
4.
06
16
39
09
2
0.
21
08
29
44
6
豊
浦
系

1.
00
00
 
13
5.
93
88
71
6
上
士
幌
・
美
蔓
系
A

0.
00
 
48
2.
37
35
66
4

A
K
H
1-
00
2

21
.3
29
09
34
9
21
.0
65
90
45
2
41
.7
99
46
81
6
3.
90
68
23
09
5
0.
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67
37
75
5
北
上
系
A

1.
00
00
 
26
.2
18
99
85
7
豊
浦
系
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00
 
47
6.
79
61
05
2

A
K
H
1-
00
3
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.2
89
87
02
2
24
.3
18
07
96
1
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.2
16
07
52
1
3.
67
64
19
85
3
0.
47
75
67
54
4
北
上
系
A

1.
00
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5.
20
77
55
66
4
置
戸
山
系

0.
00
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4.
52
00
66
3

A
K
H
1-
00
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21
.1
55
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83
6
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.1
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40
91
6
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.0
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23
74
5
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92
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43
8
0.
42
07
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48
3
北
上
系
A

1.
00
00
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.1
20
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38
豊
浦
系

0.
00
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6.
10
84
85
4

黒
倉
Ｂ
遺
跡
A
K
H
1-
00
5
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.0
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5
23
.2
36
99
01
2
21
.1
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30
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5
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.9
70
46
41
5
0.
15
76
71
57
7
岩
木
山
系

1.
00
00
 
24
8.
74
05
05
3
月
山
系

0.
00
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0.
79
52
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6

A
K
H
1-
00
6

20
.1
54
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7
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8
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.9
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再
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0.
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～ 014）の２つに分かれるが、このうち前者のグ
ループが表２‒ａ・ｂでの定量分析値と対応する。
大沢産地の黒曜石礫については、石器石材として
は不向きで積極的に使用されなかったと考えられ
るので、以後の判別図に加えていない。
５）黒曜石製遺物の測定結果と考察
　潟前遺跡４試料（AKH‒１~４）、黒倉 B遺跡
２試料（AKH‒５・６）の計６点（AKH‒１~６）
の黒曜石製遺物（図４）について原産地推定を行っ
た（図５‒ａ・ｂ）、（表６）。その結果、潟前遺跡
では３点が北上系 A、１点が豊浦系と判別された。
黒倉 B遺跡では北上系 Aが１点、岩木山系が１
点であった。このうち計算されたマハラノビス距
離が大きい北上系 Aと判別された遺物（AKH‒２）
１点と、北上系 A以外の原産地と判別された遺
物（AKH‒１、５）について再測定を行った。そ
の結果でも原産地の判別成果は同じであった。な
お、潟前遺跡の遺物（AKH‒２）で豊浦系と判別
された試料は、試料汚染の関係などから北上系 A
である可能性も否定できない。黒倉 B遺跡の遺
物（AKH‒２）については、関東・中部地方の原
産地についても検討したが、判別は出来なかった
（霧ヶ峰地区西霧ヶ峰系の可能性を検討）。

７�．東北地方における黒曜石原産地と先史時代に

おける流通

１）北上川流域と田沢湖畔の黒曜石原産地
　東北地方における黒曜石原産地として、北上地
区における北上系Aの雫石、水沢、花泉などの地
域に田沢湖が追加された（なお北上系 Bは花泉に
おいて僅かの黒曜石が含まれる）。これらの黒曜
石産出地は、いずれも北上川流域の丘陵地を構成
する鮮新世以前の火砕流堆積物や河成堆積物で、
その後に形成された扇状地や河岸段丘の基盤の地
層から円礫～亜円礫（またはその破片）として採
取できる。しかし、これらの堆積物中に含まれる
黒曜石の数量は極めて少ない。
　北上川流域に南北に連なる盆地の縁辺に分布す
る丘陵地や台地を構成する鮮新世 ~前期更新世の
砂礫層中には、黒曜石礫が認められる。奥州市水
沢地区の胆沢扇状地折居付近、一関市花泉町金沢、
老松、日方、真滝、滝沢などの丘陵地を構成する

砂礫層（滝沢層；中川、1961）に黒曜石の小礫が
砂礫層に含まれている（佐島 1975、井上 1989、佐々
木 1997、向井 2006）。黒曜石礫の特徴は、北上川
上流部で大きく、下流部で小さくなる傾向にあり、
下流ほど円磨度が増す。
　いずれの黒曜石礫の表面も不透明灰色の被膜で
覆われていたり、虫食い状のくぼみが認められた
りする。内部については、新鮮な黒色のガラス光
沢を示すものも多いが、やや透明度の低い灰黒色
のものも含まれる。なお、これら北上川沿いの地
帯では、いわゆる仙岩地域の火山群が供給地とし
て想定できる。
　これらの地域から産出する黒曜石については、
高橋ほか（2001）、吉谷ほか（2001）、金成ほか
（2010）、佐々木（2012）による蛍光Ｘ線分析装置
による化学組成比により、２～４つのグループに
識別されている。佐々木（2012）は岩手県奥州市
水沢・折居、同一関市花泉町金沢・五合田・日形・
日形山で採取した黒曜石について、望月（1997）
の測定方法により、化学分析を行っている。その
結果、北上川系はⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ（小赤沢、折居、
花泉）の 4つのグループが識別できるとした。報
告書中に示された各種元素の積分元素比では、高
橋（2001）の北上折居１・２群は金成ほか（2010）
の北上系Ａ群に属するが、北上折居 3群は北上系
B群とは一致しない。向井（2006）の EPMAに
よる化学分析では、岩手Ⅰ（雫石―水沢地域）、
岩手Ⅱ（水沢―花泉地域）、岩手Ⅲ（花泉地域）
の各組成グループに分けたが、このうち岩手Ⅰが
北上系Aにあたる。これらの化学分析の成果を検
討すると、田沢湖、雫石、小赤沢のほか、折居、
花泉から産出する黒曜石の一部が北上系 Aに属す
ると考えられる（図６・表７）。
　このほか北上川流域では、高橋ほか（2001）に
よって、折居だけに認められる黒曜石の存在も報
告されている。また、佐島（1974）は胆沢川上流に、
鈴木（1984）は和賀川上流にも黒曜石の産出地が
あることを示唆している。
　北上川流域の各産出地からの黒曜石礫の大き
さ、産出数、地層の含有比率、分布面積から、佐々
木（2012）は、北上川系に属する黒曜石の噴出量
はあまり多くなかったと推定しているが、そのな
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図 6　北海道・東北地方における黒曜石原産地
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表７　黒曜石原産地名称
北海道地方

地区 系 産出地 記号
名寄地区 名寄系 忠烈布川

智恵文川
下川橋
朝日川

AKI2 ｂ
NYR1
NYR2
NYR3

白滝地区 白滝・赤石山系 赤石山
流紋沢川
八号沢
幌加沢
球顆の沢
幌加蜂の巣沢
幌加沢遠間地点
湧別川河口

STR1ÃC/SRA1
SRR1
STR2
STR3
STR8
STR9
STR10
OHT1

白滝・十勝石沢系 十勝石沢川（下流）
十勝石沢川（本流）
流紋沢川
幌加湧別川（野宿の沢 1）
幌加蜂の巣沢
湧別川河口
あじさいの滝
IK 露頭

STR6A/STI1
STR6B/STI1
SRR1
STR7
STR9
OHT1
SAJ1/2/2 ｃ
SIK1

社名淵地区 社名淵系 サナブチ川
湧別川

SYB1/SNB1
ENG1

生田原地区 生田原系 仁田布川
背谷牛山

IKT1/2
IKT2

置戸地区 置戸山系 置戸山，訓子府川 OKT2A/2
所山系 所山，オンネアンズ川，墓地の沢川 OKT1

ケショマップ地区 ケショマップ系 ケショマップ川
七ノ沢（武利川）

OKT3/3B
OKT4

旭川地区 旭川系 高砂台
近文台

ATG2/ASK1
ATG2/ASK2

滝川地区 滝川系 秩父別
江部乙
大和
美馬牛

TTB1
TEB1
TST1
TMU1

十勝地区 上士幌系 十一の沢
タウシュベツ川
居辺川
芽登川
旭ヶ丘牧場

TKT1B/TKJ1
TKT1A
TKT3/5
ASR1B
ASR2

美蔓系 鎮練川，十勝川，佐幌川 TKB1
赤井川地区 赤井川系 土木川 AKI2A
豊浦地区 豊浦系 豊泉 TYU1

東北地方
地区 系 産出地 記号

小泊地区 小泊系 小泊中学校
折腰内

KDM1
KDM2

西青森地区 西青森系 鷹森山
天田内川
新城川

TKM1
AMT1
SNJ1

岩木山地区 岩木山系 出来島
鳴沢川
鶴ヶ坂
中村川

DKJ １
NRS1
TRS1
AHN1/2

深浦地区 深浦系 六角沢
岡崎浜

FKU1
FKU2

男鹿地区 男鹿系 金ヶ崎
脇本

OGA1
OGA2

北上地区 北上系（北上系Ａ） 田沢湖
小赤沢
折居町
花泉町

TAZ
KAZ1
MZS1
ITN1

月山地区 月山系 上野新田
長防山
大越沢（なるさわ橋）

GSS3
GSS5
GSS6

湯の倉地区 湯の倉系 湯の倉A・B地点 YNK1/2
色麻地区 色麻系 東原 SKM1
秋保地区 土蔵系 土蔵，馬場町北 TTK1

馬場町北系 土蔵，馬場町北 TTK1
蔵王地区 四方峠系 四方峠，塩沢 ZAO1/2

前川系 前川 ZAO3
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表
８
　
秋
田
県
内
出
土
の
黒
曜
石
製
石
器
の
産
地
推
定
分
析
結
果

米
代
川
上
流
域

N
o.

遺
跡
名

時
代

主
な
時
期

分
析
点
数
赤
井
川

岩
木
山

深
浦

男
鹿

雫
石

月
山

湯
ノ
倉

霧
ケ
峰

和
田
峠
判
別
不
可

主
な
器
種

分
析
機
関

文
献

1
二
重
鳥
A

旧
石
器
後
半
期

5
1

4
B
l

パ
リ
ノ

北
秋
田
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委
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2
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内

縄
文

前
期
後
半
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l
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科
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委
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穴
Ⅱ

縄
文

前
期
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葉

1
1

－
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オ
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県
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委
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下

縄
文

～
後
期
～
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1
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Fl
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県
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田
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教
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20
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6
地
蔵
岱

縄
文

前
～
後
期

3
3

Fl
パ
レ
オ

秋
田
県
教
委
20
08

7
藤
株

縄
文

晩
期

3
1

2
Fl

パ
レ
オ

秋
田
県
教
委
20
14

8
小
袋
岱

縄
文

中
期
～
後
期
初
頭

18
3

11
1

3
P
o/
A
h/
S
s/
C
p

藁
科

秋
田
県
教
委
19
99

9
下
野
Ⅱ

縄
文

早
・
後
期

1
3

1
Fl

パ
レ
オ

秋
田
県
教
委
20
10

米
代
川
下
流
域

N
o.
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跡
名

時
代

時
期

分
析
点
数
赤
井
川

岩
木
山

深
浦

男
鹿

雫
石

月
山

湯
ノ
倉

霧
ケ
峰

和
田
峠
判
別
不
可

主
な
器
種

分
析
機
関

文
献

10
縄
手
下

旧
石
器
前
半
期

1
1

Tr
吉
川
他
20
11
a

11
烏
野
上
岱

縄
文

前
～
中
期

8
1

7
－

藁
科

秋
田
県
教
委
20
06

12
烏
野

縄
文

中
期

45
1

2
23

19
A
h/
D
r/
P
i/
R
m
/C
o/
Fl
明
大

吉
川
他
20
11
b

男
鹿
半
島
・
八
郎
湖
周
辺

N
o.

遺
跡
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時
代

時
期

分
析
点
数
赤
井
川

岩
木
山

深
浦

男
鹿

雫
石

月
山

湯
ノ
倉

霧
ケ
峰

和
田
峠
判
別
不
可

主
な
器
種
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析
機
関

文
献

13
家
の
下

旧
石
器
前
半
期

2
2

Tr
/K
n

明
大

明
大
20
09

14
大
畑
台

旧
石
器
後
半
期

1
1

E
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明
大

吉
川
他
20
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a

15
泉
野
冷
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縄
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中
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後
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39
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県
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木
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文

前
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吉
川
他
20
11
a

雄
物
川
下
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岩
木
山

深
浦
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鹿
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月
山

湯
ノ
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ケ
峰
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峠
判
別
不
可

主
な
器
種
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析
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関

文
献

17
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無
台
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旧
石
器
前
半
期

4
3

1
Tr

明
大

吉
川
他
20
11
a

18
狸
崎
Ｂ

旧
石
器
前
半
期

1
1

Tr
明
大

吉
川
他
20
11
a

19
戸
平
川

縄
文
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期
中
葉
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1

1
17
6

3
2
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h/
P
i/
R
f/
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m
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o/
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科

秋
田
県
教
委
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松
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台
Ⅲ
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期
末
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8

8
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P
i/
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o/
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藁
科

秋
田
県
教
委
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川
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o.

遺
跡
名

時
代
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期

分
析
点
数
赤
井
川

岩
木
山

深
浦

男
鹿

雫
石

月
山

湯
ノ
倉

霧
ケ
峰

和
田
峠
判
別
不
可

主
な
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種

分
析
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関

文
献
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堀
ノ
内

縄
文

後
期
末
～
晩
期
初
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9

1
1

21
3
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14
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A
h/
E
s/
P
i/
Ts
/C
o/
Fl
藁
科

秋
田
県
教
委
20
08

22
新
処
Ⅰ

縄
文

草
創
期
？

8
1

7
Fl

明
大

吉
川
他
20
11
b

子
吉
川
流
域
周
辺

N
o.

遺
跡
名

時
代

時
期

分
析
点
数
赤
井
川

岩
木
山

深
浦

男
鹿

雫
石

月
山

湯
ノ
倉

霧
ケ
峰

和
田
峠
判
別
不
可

主
な
器
種

分
析
機
関

文
献

23
龍
門
寺
茶
畑
縄
文

前
期

2
2

－
藁
科

秋
田
県
教
委
20
04

24
ヲ
フ
キ

縄
文

前
・
後
期
後
半

19
8

1
29

11
8

1
25

2
A
h/
Is
/P
i/
Fl

藁
科

秋
田
県
教
委
20
03

25
智
者
鶴

縄
文

後
晩
期

17
1

2
1

12
1

－
パ
レ
オ

秋
田
県
教
委
20
10

産
地
名
称
は
分
析
機
関
に
よ
っ
て
異
な
る
。
こ
こ
で
の
産
地
項
目
で
は
、「
岩
木
山
」
に
は
出
来
島
・
木
造
、「
深
浦
」
に
は
六
角
沢
、「
北
上
」
に
は
雫
石
・
花
泉
、「
月
山
」
に
は
羽
黒
を
含
め
て
あ
る
。

分
析
機
関
は
、藁
科
（
藁
科
哲
男
・
京
都
大
学
原
子
炉
実
験
所
／
遺
物
分
析
研
究
所
）、
明
大
（
明
治
大
学
文
化
財
研
究
所
・
同
黒
曜
石
研
究
セ
ン
タ
ー
）、
パ
レ
オ
（
株
式
会
社
パ
レ
オ
・
ラ
ボ
）、
パ
リ
ノ
（
株
式
会
社
パ
リ
ノ
・
サ
ー
ヴ
ェ
イ
）
と
し
て
略
称
表
記
し
て
あ
る
。

器
種
は
、
Tr
（
台
形
石
器
）、
K
n（
ナ
イ
フ
形
石
器
）、
B
l（
石
刃
）、
P
o（
石
槍
）、
A
h（
石
鏃
）、
E
s（
掻
器
）、
S
s（
削
器
）、
P
i（
楔
形
石
器
）、
Ts
（
石
匙
）、
D
r（
石
錐
）、
Is
（
異
形
石
器
）、
R
f（
二
次
加
工
有
る
剥
片
）、
R
m
（
原
石
）、
C
o（
石
核
）、
Fl
（
剥

片
）
と
略
称
表
記
し
て
あ
る
。
な
お
、
－
は
器
種
不
明
。
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図 7　遺跡分布図（遺跡Noは表８に対応）
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かでは田沢湖産が属する北上系 Aが最も多いと考
えられる。いずれにしても、北上川流域の丘陵地
を構成する中新世～鮮新世の地層に含まれる黒曜
石礫は、複数の噴出源から供給されたことが考え
られ、今後も黒曜石産出地の調査を継続する必要
があるとともに、各分析機関における黒曜石産地
推定の分析成果をクロスチェックすることも必要
である。
２ ）秋田県内における旧石器時代から縄文時代に
かけての黒曜石利用の概要
　秋田県は西は日本海、東は脊梁山脈である奥羽
山脈で岩手県と、北は白神山地で青森県と、南は
鳥海山で山形県と接する。北・東・南の三方が分
水嶺となって、他県域との境界をなしており、自
然の境界と行政区画が一致しているため、秋田県
という行政単位を考古学的検討対象地域とするこ
とは、自然生態地理学的にもある一定の意味は有
するだろう（冨樫 1985）。
　秋田県内の旧石器時代および縄文時代の遺跡
で、黒曜石製遺物の産地推定分析結果が報告され
ている事例を表８に掲げる。
　後期旧石器時代に関しては吉川（2009）で、東
北地方産黒曜石の利用状況を検討したことがあ
る。東北地方の後期旧石器時代前半期（吉川編年
の第Ⅰ～Ⅲ期：吉川 2014）には深浦産黒曜石が優
勢であったが、後半期（同第Ⅳ期）に至り男鹿産
黒曜石の利用が深浦産に次いで始まる。とくに岩
手県下

お ろ せ

嵐江Ⅰ・Ⅱ遺跡の槍先形尖頭器石器群、新
潟県樽口遺跡の北方系細石刃石器群で男鹿産黒曜
石のまとまった利用が認められるのは特記され
る。なお、秋田県内の旧石器時代遺跡で男鹿産と
推定された資料は今のところない（吉川 2007）。
　縄文時代の黒曜石利用については原石が小形で
あるため、石鏃や楔形石器、拇指状掻器などの素
材となることが一般的である。秋田県域では、男
鹿産黒曜石が縄文時代を通じて主要な産地である
が、流域・地域によって利用産地構成に一定の傾
向が伺える（表８）。つまり、秋田県北部の米代
川流域では北海道赤井川産や青森県岩木山産・深
浦産といったより北方の産地利用が、同県中央部
～南部の雄物川流域や子吉川流域では岩手県雫石
産や宮城県湯ノ倉産、山形県月山産、長野県霧ヶ

峰産・和田峠産など、より南方の産地利用が確認
できる。そうした傾向に時期との相関関係は見当
たらない。とくに赤井川産は米代川上流域に、湯
ノ倉産・霧ヶ峰産は雄物川上流域～子吉川流域に
今のところ限られて出土している。
　ところで、東北地方北部の隣接県である青森県・
岩手県の状況はどうであろうか。青森県三内丸山
遺跡の黒曜石利用をとくに石鏃形態との関連で検
討した齋藤岳は、黒曜石産地毎に石鏃形態が異な
る傾向にあることを指摘し（齋藤 2007）、また中
期以降に遠隔地産の黒曜石利用が高まることを示
唆した（北の縄文研究会 2012）。また、福田友之
は青森県内の後期旧石器時代から縄文時代の黒曜
石製石器の産地について検討し、縄文時代中期以
降、深浦産が殆ど用いられず出来島産に取って代
わることを指摘している（福田 2008）。あわせて、
赤井川産を中心とした北海道産黒曜石がまとまっ
て認められることについても言及している。岩手
県域では米田寛により旧石器時代から縄文時代ま
での黒曜石利用の実態がまとめられている（米田
2007）。後期旧石器時代には利用されない北上川
流域の黒曜石、とくに「花泉」産の利用が縄文時
代では専らで、しかも中期後葉以降に急増するこ
とが指摘されている。
　秋田県では三内丸山遺跡のように一遺跡内で産
地別・時期別黒曜石利用のあり方を量的に把握で
きる資料群は今のところなく、時期別の産地動向
を指摘することはあまり出来ず、むしろ原産地と
消費地の距離上の相関関係がありそうであった。
岩手県域でも南部では宮城県湯ノ倉や山形県月山
産の黒曜石利用が見られるようであり（米田前
掲）、青森県域における北海道産黒曜石の利用が
秋田・岩手両県域より多いこととあわせて、共通
した様相かもしれない。
　秋田県内の黒曜石製石器の出土点数を見ると、
縄文時代中期末～晩期にかけて急増する傾向にあ
り、これは隣接県と同様である。とくに後晩期は
墓域との関連が推察され、利器とは異なった黒曜
石利用のあり方を筆者は考えている８）。
　本県を含む東北地方では石器原料として珪質頁
岩が中心であるため、黒曜石の検討はさほど進ん
でいないが、産地推定分析が可能な黒曜石の利用
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状況を概観するだけでも、以上のような傾向を指
摘できる。今後は既出土品を含めて産地推定分析
を推進する必要がある。
３ ）黒曜石産地推定分析と石材採取地の特定に関
する課題

　前項までの状況を踏まえて、本分析報告に関す
る考古学的な成果と課題についてまとめる。
① 田沢湖畔での黒曜石産地の発見により、黒曜石
産地が日本海側の内陸部（奥羽山脈西麓域）で
確認されたことは、とくに先史人類による黒曜
石資源の開発と流通の問題において特筆される。
② 春山産・大沢産ともにいわば「二次的な産地」（堤
2004）である。今後、「一次産地」、すなわち露
頭の探索が必要である９）。とくに大沢産は角礫
であり、採取地周辺に噴出源のある可能性が高
い。

③ 春山産地は北上系Ａと同一噴出源と推定された。
このことは、奥羽山脈を挟んで岩手県北上川流
域と秋田県田沢湖畔といった、広域に及んで黒
曜石原石が分布するということを示している。

④ 春山産地のものは、潟前遺跡・黒倉 B遺跡の両
遺跡で北上系 Aとの分析結果が出たため、春山
産地は、縄文時代中期には利用されていた可能
性が高くなった一方、不純物を多く取り込む大
沢産のものは今までのところ利用された痕跡は
見当たらない。大沢産黒曜石の利用の有無につ
いて、今後、注視すべきである 10）。
⑤ これまでに「雫石産」と推定された石器につい
て、採取地が北上川流域か田沢湖春山か分から
ないという新たな問題が浮上する。たとえば秋
田県域では、雄物川流域の戸平川遺跡、松木台
Ⅲ遺跡、堀ノ内遺跡、子吉川流域の智者鶴遺跡
で雫石産との推定結果が出されている黒曜石が
あり（第８表）、これまでの理解では奥羽山脈
をまたいだモノの流れが想定されていた。しか
し、奥羽山脈をまたがずに、さらには戸平川遺
跡・松木台Ⅲ遺跡・堀ノ内遺跡にいたっては、
田沢湖畔と同じ雄物川水系内での動きに収束す
る可能性が出てきた。

　特に③と⑤の問題については重要な課題を提起
している。産地推定分析はあくまで噴出源の特定
を目指したものである。しかし、考古学的研究に

おいて重要なのは、当時の人々がどこで石材を採
取したかということである。従来「点的分布」を
示すと述べられてきた黒曜石についても、北上系
Ａに関しては奥羽山脈という自然の大きな障壁を
含んだ広範囲に原石が分布するということを示す
結果が得られた（図６）。これは従来の産地推定
分析の限界を示したことになり、先史人の黒曜石
原石採取地の推定には、北上系Aの各地点の原石
形状とサイズ、礫面の状況などの肉眼観察により
識別が可能かどうかというところを今後検討して
いかねばならない。その上で、果たして遺跡内出
土石器の採取地を推定できるかどうか。加工され
てしまえば、推定はほぼ不可能であろうが、原石
の状態で搬入されるか、礫皮膜が残されていれば
推定できる可能性は高まるかもしれない。
　以上のような課題を提起し得たのも本報告の大
きな成果であり、今後、調査を継続することによっ
て、課題を克服していかねばならない。

おわりに

　田沢湖畔産出の黒曜石に関しては、上述のよう
にまだまだ多くの課題が山積している。それらの
一つ一つについて今後、地道に検討していかなけ
ればならない。また、広大な東北地方では他にも
未発見の黒曜石原産地の存在がまだ予測される。
関係諸学の研究者・機関等が連携して情報を共有
しながら、さらなる探索を進めていくべきであろ
う。
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用した。秋田県立博物館同僚諸氏との議論は本稿
を草するにあたって有意義であった。その他、次
の方々に有益なご助言を頂いた。末筆ですが記し
て感謝いたします。
　小松嘉和・五井昭一・佐々木繁喜・中村由克・
三浦久（敬称略）

註

１）「黒曜石」は岩石名称として「黒曜岩」とす
べきところであるが、長年の考古学界の慣習
に習い「黒曜石」の名称を用いた。考古学分
野における「黒曜石」の定義や用語の使用方
法は、明治大学文学部（2014a・ｂ）に記載
してある。なお、考古学分野で使用される石
器の岩石名称は俗称または発掘現場での仮称
で記載されることがあり、明らかな誤りも認
められる。

２）筆者の 1人、杉原が採取した黒曜石片（長径
約 3cm）は、遊覧船乗り場から南へ約 400 ｍ
の地点で、これも洗い出しによるものと考え
られる。

３）なお黒曜石礫の産出原が田沢層の下位で、田
沢湖の湖底に露出する宮田層・松葉層（上田
1963、臼田ほか 1985、秋田県農政部農村振興
課 1991）などに由来する可能性もある。　

４）全岩化学組成の測定は、（株）蒜山地質年代
学研究所の郷津知太郎氏による。

５）K-Ar法による年代測定は、（株）蒜山地質年
代学研究所の八木浩二氏による。

６）田沢湖の南東約 5kmにある相内沢沿いには、
高さ 20 ｍに及ぶ大露頭があり、ここでは最
大直径 5m前後の巨大な流紋岩質の岩塊（集
塊岩）を不規則に含む火山砂礫が認められる。
その噴出源は、極めて近くにあると考えられ、
鹿野ほか（2008）が記載した通り田沢湖カル
デラにあると考えられる。

７）なお、基準試料の測定強度比の平均値および

各原産地（重点）間のマハラノビス距離は、
明治大学文学部（2014a）の記載を参照して
頂きたい。

８）土坑墓群と捨て場で構成される秋田市戸
とびらかわ

平川
遺跡（秋田県教委 2000）や湯沢市堀ノ内遺
跡（秋田県教委 2008）では、まとまった黒
曜石が認められる。資料を実見した結果、原
石を両極打法によって打ち割った結果生じる
「楔形石器」と剥片類が中心なっている。特
定の石器を製作した痕跡というよりも、葬送
儀礼に関する行為と捉えた方が妥当かもしれ
ないが、今後の検討課題である。また、縄文
時代前期後半の大館市池

いけない

内遺跡（秋田県教委
1999）では、黒曜石製石匙がまとまって出土
しているが、それらは刃部の作出が認められ
ず、儀器的なものと考えられる。このように、
特定の時期の東北地方では黒曜石利用に非実
用的側面があったことをうかがわせる。

９）東北地方で現在確認されている黒曜石原産地
は殆どが二次的産地である。田沢湖春山産地・
大沢産地に限らず、東北地方においては露頭
の探索が必要であると同時に、先史人が露頭・
二次的産地のどちらで黒曜石を採取していた
のかをも検討しなければならない。

10）大沢産黒曜石は球顆を多く含むため石器製作
には不適切であるが、だからといって縄文時
代の人々が利用しなかったと結論づけるのは
早計である。註 8でふれたように、石器製作
のためだけに黒曜石は供されるものではな
く、琥珀なども含めた光り輝く石材は、原石
や小破片のままでも流通することが各地で報
告されている。
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